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通信2016

春号

イベント報告

　こんにちは、知るぽると山口通信です。もうすぐやってくる春。
これからの１年について、自分のおかねのことについて、ちょっと考えてみませんか？

県内の教員・教育委員会関係者、消費者行政担当者を対象とした

　　　　　　　　　　　　「金融・消費者教育セミナー」を開催しました。

No.12

橋本氏による講義 上村先生による講演

池上教諭による研究発表
研究発表と協議

　県内各地から学校の先生方、教育委員会関係者、消費者行政
担当者にご参加いただきました。
　本セミナーでは、平成２６、２７年度に「金融教育研究校」
として委嘱した山口県立岩国商業高等学校による研究発表も行
われました。
　昨年度は残念ながら実現に至らなかった生徒による商品開発
も、今年度は大阪王将との共同開発により、見事に水餃子が商
品化され岩国市内の店舗にて地域限定で販売されることになっ
たそうです。
　是非、皆様もご賞味ください！

上村　協子 氏（東京家政学院大学 教授）
橋本　朋子 氏（ＮＰＯ法人 子どもとメディア）

日　　時　：
会　　場　：

研究発表者　：

講　　師　：

プログラム　：

２月５日（金）10：30 ～ 15：00
ＫＫＲ山口あさくら

山口県立岩国商業高等学校　池上　佑樹 教諭
＊講話「スマホ社会の子どもたち～ネット現実とどう向き合うか～」
　講師　橋本　朋子　氏
＊金融教育研究校　研究発表
　研究発表者：池上　佑樹　教諭
　コーディネーター：上村　協子　氏
＊講演「子どもたちの未来を拓く　あたたかなお金とキャリア教育」
　講師　上村　協子　氏
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県内公民館での知るぽると講座情報（連携講座事業）

　平成２４年度から始まりました県内各公民館等（地域交流センター、ふれあいセンター）との連携
講座事業。本年度も、多くの公民館等にご協力いただき、小学生からシニア世代まで幅広い年齢層に
向けた各講座を全３７回開催しました。ご参加いただきました皆様、ご協力いただきました公民館等
関係者の皆様、ありがとうございました。
　平成２８年度も引き続き、県内各公民館等で開催する予定としております。
　詳しくは、最寄りの公民館等か当委員会事務局までお問合せください。
　なお、開催しない地域・場所等もありますので、何卒ご了承ください。

《 岩 国 市 》

《周防大島町》

《 下 松 市 》

《 防 府 市 》

《 周 南 市 》

《 山 口 市 》

《 長 門 市 》

《山陽小野田市》

《 下 関 市 》

＊岩国市教育委員会本郷支所　＊岩国市教育委員会美和支所　＊岩国市教育委員会由宇支所
＊岩国市教育委員会玖珂支所　＊岩国市中央公民館平田地区　＊岩国市中央公民館灘地区

＊久賀公民館　＊東和総合センター

＊米川公民館　＊末武公民館　＊久保公民館

＊牟礼公民館　＊西浦公民館　＊松崎公民館　＊華浦公民館

＊岐山公民館　＊中央地区公民館

＊秋穂地域交流センター　＊大殿地域交流センター
＊湯田地域交流センター　＊白石地域交流センター

＊通公民館　　＊俵山公民館　＊中央公民館

＊本山公民館

＊豊北生涯学習センター　＊豊田中公民館

【平成 27 年度開催地】　　　　　　　　　
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金融広報アドバイザーによる身近な誌面ミニ講座
　皆さまの生活に、より身近な金融・経済に関する情報をお届けします。

　家計の中で大きなウエイトを占める教育費。「国公立か、私立か、どの学部に進学するか」によっ
てかなり差がでるのが実情です。まずは子どもにかかる教育費の相場を見てみましょう。

　ここから推測して、子ども 1 人あたりの教育費は 1,000 万円、場合によっては 2,500 万円。大きな額に
驚かれる方も多いと思います。教育費が最もかかるのは大学入学時です。さらに大学院に進学や下宿、寮など
自宅外となるともっと費用は嵩みます。

⇒その為の費用はどれくらいか
⇒その費用をどう捻出するか予定だてる
この作業に依って貯め時、使い時が見える。教育費を計画的に積立てるには、安全確実に増やしながら、かつ、
すぐに引き出せないようにすることがポイントです。

教育は子どもの将来のための投資ですが、各家庭の収入の状況を基本に予算の中でよい教育環境を作る工夫も
しましょう。

・　18 歳までに大学費用の半分を。後の半分は大学在学中の収入の中から負担（高校までは家計内から用立て、
　　教育ローンを借りたり、学資保険や貯蓄等を崩さないのがベスト。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・　生まれたらすぐ貯め始める⇒ 18 年× 12 か月＝ 216 か月 (1 万円なら 216 万円。2 万円だと 432 万円。）
　　既に小学生や中学生でまだ積立てを始めていない場合は大学までの期間を逆算して毎月の積立額を決める。）
・　学資保険：　月払い、半年払い、年払い等（纏めて払う程有利）
・　給与自動天引で財形貯蓄制度（住宅財形：5 年経過すると他の使途も非課税）や積立預金。
・　児童手当て、子ども手当を教育費として貯める
・　ジュニア NISA　対象：未成年 0 ～ 19 歳。出資者：親、祖父母、第三者も可能。年間 80 万円分の非課税投資、
　　期間は最長 5 年間。運用次第でリスクも有り。払出しは 18 歳の 1/1 以降。
・　教育資金一括贈与 ( 祖父母などより ) 1500 万円まで非課税　30 歳未満 H31/3/31 日まで
・　一つの方法に頼らず保険と積立預金等あわせた形で着実に貯めて行く

「子どもの教育資金について」

第４回目は前田アドバイザーによる

です！！

1 人の子どもにかかる教育費（学校教育費、給食費、塾や参考書代など）

大学生の教育費総額

ライフプランを立てて、どの様な人生を過ごしたいか洗い出す

教育資金の準備方法として

幼稚園から高校まで公立、大学も国立 およそ 1,021 万円
幼稚園から高校まで公立、大学が私立文系 およそ 1,193 万円
幼稚園から高校まで公立、大学が私立理系 およそ 1,315 万円
幼稚園から中学校まで公立、高校と大学（文系）は私立 およそ 1,368 万円
すべて私立の場合（大学は私学理系） およそ 2,490 万円

文部科学省「子どもの学習費調査」

日本政策金融公庫「平成 25 年教育費負担の実態調査」教育費負担の実態調査結果（国の教育ローン利用勤務者世帯）より

項　目 国公立大学費用
 4 年間　約 518 万円

私立大学 / 文系費用
 4 年間　約 690 万円

私立大学 / 理系費用
 4 年間　約 812 万円

入学費用 796,000 円 940,000 円 1,033,000 円
在学費用 4,388,000 円 5,968,000 円 7,092,000 円
費用合計 5,184,000 円 6,908,000 円 8,125,000 円
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【厚生棟２階】

【本館棟】

自販機

消費生活センター及び体験学習型消費者教育施設「まなべる」位置図
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「まなべる」のコンテンツ例

　あっという間に２０１６年を迎え、これまたあっという間にもうじき春です。
新年度がやってきますね。昨年は…個人的には「フルマラソン完走」という自分
にとっての大きな目標を、それなりに楽しく達成することができました。
　今年からは大好きな野球にも挑戦です！！※選手ではありません～！！
　今年も「知るぽると山口」の目標、自分の目標に向けて楽しくチャレンジした
いと思います o(^-^)o

発行元
山口県金融広報委員会事務局
〒 753-8501 山口市滝町 1-1 山口県県民生活課内
TEL　083-933-2608
ホームページ：http://www3.boj.or.jp/shimonoseki/save.htm

編 集 後 記

山口県からのお知らせ

　これまで、山口市葵町にありました「山口県消費生活センター」が平成２８年４月１日から山口
県庁厚生棟２階に移転します。

　消費者被害の未然防止を図るためには、個々の相談に対応するだけでなく、相談・被害情報を事
業者の監視指導や消費者施策に反映させ、悪質事業者に対する指導処分の強化や、被害防止対策、
消費者教育等の施策立案につなげていくことが重要と考えています。
　そのためには事業者の指導処分や施策立案を行っている県庁各課・警察と、相談部門である消費
生活センターの連携を強化する必要があることから、これらの間で迅速な情報共有や協力体制が図
られるよう、センターを県庁内に移転することになりました。
　また、センター移転に伴い、体験学習型消費者教育施設「まなべる」も移転します。今回の移転
にあわせ、子ども向けの学習ソフトなども充実を図り、リニューアルオープンする予定です。

　皆様、「まなべる」に是非、お気軽にお越しください。
　なお、消費生活に関する御相談の受付時間や電話番号には変更ありません。


